
（別紙３）

～ 2024年12月31日

（対象者数） 13 （回答者数）
7

～ 2024年12月31日

（対象者数） 10 （回答者数）
10

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・短時間でも集団活動を行えるように、体制を作

る。

2

・子どもとの会話を大切にし、やりたいことや興

味のあることをもっと深めれるような環境作り。

3

・様々な事例を元に職員で話し合い、より良い支

援を行うことができる。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・利用児が活動しやすいような、環境調整や外部

施設、室外活動の活用。

2

・利用時間や曜日の検討。

3

・積極的に面談を勧める。

・個別の支援と集団活動の取り組みができる。

・小学校への移行支援を行っている。

・一人ひとりに合わせたオーダーメイド療育を行っ

ている。

・職員間の情報共有を行いやすい環境作りを行って

いる。

・専門性のある職員が所属している。

・課題に合わせた教材の豊富さ。

・利用児や保護者の要望に沿った療育内容や、同じ

学年等の利用曜日の検討。

・個々の勉強や課題に合わせた教材や、情報の収集

を行っている。

・保育所等訪問支援の実施。 ・保育所等訪問支援の報告書を、職員全員で共有している。

・低学年が中心なので、中・高学年の受け入れがで

きない。

・中・高学年、中学生向けの事業所が現在ない。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・活動スペースに限りがあり、狭い。 ・事業所が狭い。

・定員に達しており、新規の利用児の受け入れが難

しい。

・定員に達している。

2024年10月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年1月15日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 Himawari⁺Academy西宮校　(放課後等デイサービス)

○保護者評価実施期間
2024年10月1日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


